
令 和 ６ 年 度 前 期 選 抜 学 力 検 査

数 学 （ 1 0時～10時 45分，45分間）

問 題 用 紙

注 意

１．「開始」の合図があるまで開いてはいけません。
あい ず

２．答えは，すべて解答用紙に書きなさい。

３．問題は， から までで， 6 ページにわたって印刷してあります。

４．「開始」の合図で，解答用紙の決められた欄に受検番号を書きなさい。
らん

５．問題を読むとき，声を出してはいけません。

６．「 終 了 」の合図で，すぐに筆記用具を置きなさい。
しゅうりょう
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あとの各問いに答えなさい。（20点）

⑴ － 2
2
－ 7 ×(－ 5 ) を計算しなさい。

⑵ ( 2 x ＋ 7 )－( 3 x － 2 ) を計算しなさい。

9
⑶ ＋ を計算しなさい。

⑷ 二次方程式 ( x－ 2 )
2
－ 25＝－ 5 ( x＋ 3 ) を解きなさい。

⑸ 50以上60未満の整数のうち，素数をすべて求めなさい。

3
⑹ yは xの一次関数で，そのグラフが点( 2 ,－ 1 )を通り，傾き の直線であるとき，こ

かたむ

2

の一次関数の式を求めなさい。

7
⑺ a＝ 2 ， b ＝－ のとき，54 a b 2÷ 4 b× 2 a の式の値を求めなさい。

あたい

9

⑻ 右の図のように，半径 3 cm，∠ＡＯＢ＝90°

のおうぎ形ＯＡＢがある。おうぎ形ＯＡＢを，

直線ＡＯを軸として 1回転させてできる立体の
じく

表面積を求めなさい。

ただし，円周率はπとする。
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⑼ 次の図のように，円Ｏの周上に 4 点Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄがある。∠ＡＤＣ＝80°，∠ＢＯＣ＝1 2 0°，

ＡＤ∥ＢＣのとき，∠ xの大きさを求めなさい。

⑽ 次の図のように，△ＡＢＣの辺ＡＢ上に点Ｄ，辺ＢＣ上に点Ｅがある。ＡＣ＝15cm，

ＤＥ＝ 9 cm，ＢＥ＝ 8 cm，ＡＣ∥ＤＥのとき，ＥＣの長さを求めなさい。

⑾ 次の図で，線分ＯＸ上に点Ａがあり，∠ＸＯＹ＝80°であるとき，∠ＯＡＰ＝90°，

∠ＯＰＡ＝50°となる△ＯＡＰを 1 つ，定規とコンパスを用いて作図しなさい。

なお，作図に用いた線は消さずに残しておきなさい。
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次のページへ→
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右の図は，Ａ組，Ｂ組，Ｃ組，Ｄ組のそれぞれ

31人の生徒が受けた，1 0 0点満点の数学のテスト

結果を，箱ひげ図に表したものである。

このとき，あとの各問いについて，右の箱ひげ

図から読みとり答えなさい。

ただし，得点は整数とする。（ 6 点）

⑴ 中央値が最も大きい組の，中央値を求めなさ

い。

⑵ 四分位範囲が最も小さい組の，第１四分位数
し ぶん い はん い

を求めなさい。

⑶ 80点以上の生徒の人数が最も多い組はどれか，

次のア～エから最も適切なものを 1 つ選び，そ

の記号を書きなさい。

ア．Ａ組 イ．Ｂ組

ウ．Ｃ組 エ．Ｄ組

次の図のように，－ 3，－ 2 ，－ 1 ， 1 ， 2 ， 3 の数が 1 つずつ書かれた 6枚のカードがある。

このカードをよくきり，同時に 2 枚のカードをひくとき，あとの各問いに答えなさい。

ただし，どのカードをひくことも同様に確からしいものとする。（ 4 点）

⑴ ひいた 2 枚のカードに書かれた数の積が，正の数となる確率を求めなさい。

⑵ ひいた 2 枚のカードに書かれた数の和が，その 2 枚のカードに書かれた数の積より大きくな

る確率を求めなさい。
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次の図のように，線分ＣＤが共通である 2 つの正方形ＡＢＣＤ，ＤＣＥＦがある。線分ＡＤ上

に点Ｇをとり，線分ＢＧをひく。点Ｅから線分ＢＧに垂線をひき，線分ＢＧとの交点をＨとする。

また，線分ＥＨと線分ＣＤの交点をＩとする。

このとき，あとの各問いに答えなさい。

ただし，点Ａは点Ｆと異なる点，点Ｇは点Ａ，Ｄと異なる点とする。

また，点Ｂ，Ｃ，Ｅは同一直線上にある。（ 6 点）

⑴ △ＡＢＧ≡△ＣＥＩであることを証明しなさい。

⑵ ＡＢ＝ 4 cm，△ＧＢＩの面積が 5 cm2 のとき，線分ＤＩの長さを求めなさい。

なお，答えに がふくまれるときは， の中をできるだけ小さい自然数にしなさい。
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あとの各問いに答えなさい。（ 8 点）

10
⑴ 右の図のように，関数 y＝－ ( x＞0) …㋐ のグ

x

ラフ上を動く点Ａがある。また，点Ａを通り y軸と平行

な直線と x軸の交点をＢとし，点Ａを通り x軸と平行な

直線と y軸の交点をＣとする。

このとき，次の各問いに答えなさい。

ただし，原点をＯとし，座標軸の 1目もりを 1 cmとする。

① ㋐について， xの値が 2 から 5 まで増加するときの

変化の割合を求めなさい。

② 2 ≦ x≦ 5 のとき，点Ａの x座標の値と四角形ＯＣＡＢの面積の関係を表したグラフが，

次のア～エの中に 1 つある。そのグラフをア～エから 1 つ選び，その記号を書きなさい。

ア イ ウ エ

⑵ 右の図のように，関数 y＝ a x 2…㋐のグ

ラフ上に点Ａがあり，点Ａの座標が( 4 ， 4 )

である。

このとき，次の各問いに答えなさい。

ただし，原点をＯとする。

① aの値を求めなさい。

② ㋐のグラフ上に点Ａと異なる点であるＢ

をとり，直線ＡＢと x軸の交点をＣとする。

△ＯＢＣの面積と△ＯＡＢの面積の比が

2 ： 3 となるとき，点Ｂの x座標をすべて

求めなさい。

なお，答えの分母に がふくまれると

きは，分母を有理化しなさい。また，

の中をできるだけ小さい自然数にしなさい。
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Ｐ店では， 1 個1 0 0円のあんまんと， 1 個1 4 0円の肉まんを販売している。ある 1 日の販売個
はんばい

数を調べると，あんまんは2 6 0個，肉まんは2 5 0個であった。また，代金と，その代金を支払っ
し はら

た人数を調べると下の表のようになった。

このとき，あとの各問いに答えなさい。

ただし，おつりがないように代金を支払ったものとする。（ 6 点）

表

代金（円) 100 140 200 240 280 300 340 380 420

支払った人数（人) 40 33 20 50 15 10 (Ⅰ) (Ⅱ) 10

⑴ 次の は，表の の部分からわかることをまとめたものである。

代金4 2 0円は， (A) の代金のことであり，その代金を支払った人数が10人である

ことから， (B) が販売されたことがわかる。

① 上の (A) にあてはまることがらはどれか，次のア～エから最も適切なものを 1 つ

選び，その記号を書きなさい。

ア．あんまん 3個 イ．あんまん 2 個と肉まん 1個

ウ．あんまん 1個と肉まん 2 個 エ．肉まん 3 個

② 上の (B) にあてはまることがらはどれか，次のア～エから最も適切なものを 1 つ

選び，その記号を書きなさい。

ア．あんまん30個 イ．あんまん20個と肉まん10個

ウ．あんまん10個と肉まん20個 エ．肉まん30個

⑵ 次の は，表の (Ⅰ) ， (Ⅱ) にあてはまる数を求めるために，連立方程式に表し

たものである。

代金3 4 0円を支払った人数を x 人，代金3 8 0円を支払った人数を y 人とすると，

2 x ＋ y ＋ (C) ＝2 6 0

x ＋ 2 y ＋ (D) ＝2 5 0

と表すことができる。

① 上の (C) ， (D) に，それぞれあてはまる適切な数を書き入れなさい。

② 表の (Ⅰ) ， (Ⅱ) に，それぞれあてはまる適切な数を書き入れなさい。
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－おわり－


